
あ
る
。
日
ご
ろ
の
商
品
開
発
や

製
販
統
合
な
ど
で
も
、
価
値
の

創
造
と
獲
得
と
い
う
二
つ
の
視

点
を
常
に
維
持
し
な
が
ら
、
組

織
能
力
を
発
揮
し
て
ブ
レ
の
な

い
骨
太
の
技
術
経
営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）

を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
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製品サイクルを効率管理するPLM

日
本
の
製
造
業
は
今
、
大
き

な
転
換
点
に
あ
る
。
十
年
も
二

十
年
も
か
け
て
開
発
し
て
き
た

技
術
や
製
品
が
、
瞬
く
間
に
世

界
中
に
普
及
し
、
低
価
格
化
し
、

自
社
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い

と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
、
経

営
者
の
価
値
観
・
マ
イ
ン
ド
の

転
換
で
あ
る
。

例
え
ば
「
良
い
も
の
を
安
く

売
る
」
は
、

日
本
の
経
営

者
が
自
社
Ｐ

Ｒ
で
誇
り
を

持
っ
て
用
い
る
こ
と
ば
だ
。
し

か
し
こ
れ
で
は
も
う
世
界
の
競

争
の
中
で
生
き
残
れ
な
い
。「
安

く
作
っ
て
価
値
を
付
加
し
て
高

く
売
る
」
こ
と
を
経
営
目
標
と

し
て
明
確
に

掲
げ
る
べ
き

で
あ
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｍ
も

同
様
だ
。
Ｐ

Ｌ
Ｍ
で
見
え

る
化
を
行
う

と
こ
ろ
ま
で

は
良
い
。
し

か
し
見
え
る

化
の
結
果
、

製
造
コ
ス
ト

を
二
〇
％
削
減
す
る
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
製
品
そ
の
も
の

の
低
価
格
化
、
ひ
い
て
は
価
格

競
争
を
招
く
だ
け
で
あ
り
、
利

益
に
つ
な
が
ら
な
い
。
見
え
る

化
に
よ
っ
て
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

あ
く
ま
で
も
付
加
価
値
の
創
造

で
あ
る
べ
き
だ
。

付
加
価
値
と
い
う
こ
と
ば
は

誤
解
さ
れ
や
す
い
。
付
加
価
値

は
本
来
、
顧
客
が
「
そ
の
た
め

な
ら
追
加
料
金
を
支
払
っ
て
も

良
い
」
と
考
え
る
支
払
い
意
志

額
と
、
持
続
的
な
差
別
化
・
優

位
性
と
の
両
立
に
よ
り
生
ま
れ

る
。
日
本
企
業
は
と
か
く
「
こ

の
製
品
に
は
こ
う
い
う
機
能
も

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
付
加
価

値
だ
と
考
え
や
す
い
が
、
顧
客

価
値
と
差
別
化
と
い
う
二
つ
の

条
件
で
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

付
加
価
値
を
創
造
す
る
に
は

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
価
値
創

造
と
価
値
獲
得
が
あ
る
。
価
値

創
造
と
は
、
技
術
革
新
を
行
い
、

商
品
を
開
発
し
て
、
技
術
や
製

品
の
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
価
値
獲
得
と
は
、

差
別
化
で
あ
り
、
利
益
を
出
す

仕
組
み
作
り
で
あ
り
、
事
業
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
製
造
業
は
、
価
値
創

造
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
得
意
だ
が
、

価
値
獲
得
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
な
い
。
例
え
ば
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
や
薄
型
テ
レ
ビ
は
、

日
本
が
技
術
を
開
発
し
て
素
晴

ら
し
い
商
品
を
作
り
上
げ
た
が
、

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
、
低
価
格

化
が
一
気
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
こ
へ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
す
べ

て
他
社
か
ら
調
達
し
、
組
み
合

わ
せ
る
だ
け
で
薄
型
テ
レ
ビ
を

作
っ
て
し
ま
う
海
外
企
業
が
登

場
し
、
利
益
を
さ
ら

っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
す
べ
て

が
価
値
獲
得
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
み
で
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
価
値
獲

得
か
ら
入
っ
た
の
で

は
も
の
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
ら
だ
。
た

だ
、
四
半
期
ベ
ー
ス

の
経
営
評
価

だ
け
を
重
視

し
て
い
て

は
、
技
術
革

新
は
で
き
な
い
。
大

事
な
の
は
、
価
値
創

造
と
価
値
獲
得
の
両

面
を
大
事
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
今
日
の

利
益
を
確
実
に
獲
得

し
な
が
ら
、
三
十
年

先
を
見
据
え
た
革
新

を
同
時
に
行
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
価
値
創
造
と
価

値
獲
得
を
同
時
に
推
進
す
る
こ

と
は
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
必
要
に

な
る
の
は
、
コ
ア
技
術
・
組
織

プ
ロ
セ
ス
・
事
業
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
形
成
さ
れ
る
組
織
能
力
で

メ
ー
ル
や
画
像
・
音
声
デ
ー

タ
な
ど
、
基
幹
系
業
務
で
活
用

で
き
な
い
非
構
造
化
デ
ー
タ
が

増
え
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
中

製
造
業
の
設
計
者
は
、
一
日

の
業
務
の
大
半
を
技
術
情
報
の

検
索
に
費
や
し
て
い
る
。
技
術

情
報
は
紙
や
個
別
の
フ
ァ
イ
ル

サ
ー
バ
ー
で
管
理
さ
れ
て
い
る

設
計
関
連
文
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

文
書
な
ど
が
多
く
存
在
し
、
検

索
や
自
社
の
類
似
文
書
か
ら
の

流
用
設
計
が
自
在
に
で
き
な
い

か
ら
だ
。
こ
れ
ら
を
構
造
化
情

報
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
と
、
工
程
プ
ロ
セ
ス
間
の
文

書
で
の
連
携
や
部
門
内
の
関
連

文
書
の
可
視
化
が
容
易
に
な
る
。

ｘ
ｆ
ｙ
の
「
技
術
帳
票
作
成

管
理
」
で
工
程
間
の
文
書
連
携

に
眠
る
膨
大

な
非
構
造
化

デ
ー
タ
は
、

社
内
の
他
部
署
や
第
三
者
が
再

利
用
す
る
こ
と
も
、
Ｐ
Ｌ
Ｍ
や

技
術
情
報
管
理
（
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）
な

ど
の
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
連
携
す
る
こ
と
も
困
難
だ
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
情
報
を
、
拡
張
可
能
な
言

語
形
式
「
Ｘ
Ｍ
Ｌ
」
で
蓄
積
し
、

再
利
用
・
活
用
が
容
易
な
構
造

化
デ
ー
タ
に
し
て
い
く
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
当
社
は

「
ｘ
ｆ
ｙ
」
を
提
供
、
金
融
業
や

製
造
業
、
官
公
庁
の
課
題
を
解

決
し
て
い
る
。

六
月
末
に
発
売
開
始
の
企
業

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
「
コ
ン
セ

プ
ト
ベ
ー
ス
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
サ
ー
チ
」
は
、
非
構
造
化

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
Ｘ
Ｍ
Ｌ
デ

ー
タ
化
し
、
ワ
ン
・
ソ
ー
ス
の

マ
ル
チ
ユ
ー
ス
な
ど
高
度
な
情

報
活
用
を
可
能
に
し
て
い
る
。

当
社
が
得
意
と
す
る
最
先
端
の

日
本
語
処
理
技
術
を
ベ
ー
ス
に

し
た
類
似
検
索
や
あ
い
ま
い
検

索
が
可
能
で
、
検
索
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
を
構
造
化
す
る
機
能
も
搭

載
。
図
表
で
も
描
画
で
も
、
構

造
が
類
似
し
た
文
書
を
素
早
く

正
確
に
取
り
出
せ
る
。

を
す
る
と
、
技
術
情
報
の
伝
達

プ
ロ
セ
ス
を
効
率
的
に
管
理
、

品
質
管
理
を
高
レ
ベ
ル
で
保
持

で
き
る
。
例
え
ば
多
様
な
形
式

で
存
在
す
る
文
書
の
流
れ
の
中

の
ど
こ
か
で

変
更
が
あ
っ

て
も
、
後
工

程
の
文
書
に
す
ぐ
に
反
映
で
き
、

品
質
記
録
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
帳
票
に
活

用
す
る
こ
と
も
容
易
だ
。

ま
た
ｘ
ｆ
ｙ
「
設
計
仕
様
書

作
成
」
で
は
、
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
含
め
た
関
連
文
書
を
す
べ
て

Ｘ
Ｍ
Ｌ
で
一
元
管
理
で
き
、
設

計
思
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
さ
え
も
検

索
可
能
に
な
る
。
障
害
発
生
時

の
詳
細
な
状
況
把
握
や
問
題
点

の
抽
出
を
素
早
く
行
う
ｘ
ｆ
ｙ

「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ポ
ー
ト
」
も
役
立

つ
。
こ
れ
ら
ｘ
ｆ
ｙ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
製
造
業
の
競
争
力
強

化
を
支
援
し
て
い
く
。

る
と
、
ま
す
ま
す
コ
ス
ト
削
減

圧
力
が
強
く
な
り
、
中
国
や
イ

ン
ド
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
企
業
の
追
い
打
ち
を
受

け
て
い
る
。
今
こ
そ
Ｑ
Ｃ
Ｄ

（
品
質
、
コ
ス
ト
、
納
期
）
を
い

か
に
向
上
さ
せ
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
製
品
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
最
上
流
で
あ
る

基
本
設
計
、
概
念
設
計
と
い
っ

た
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
が
な
さ

れ
な
い
た
め
に
、
コ
ス
ト
、
品

質
に
問
題
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
加

え
て
、
製
造

現
場
で
暗
黙

知
を
共
有
す

る
仕
組
み
が

な
い
と
い
う

問
題
を
抱
え

て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
ナ
レ

ッ
ジ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
実

践
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

が
、
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
低
下
や
人
材
不

足
を
助
長
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
重
要
な
点
は
、
Ｐ

Ｌ
Ｍ
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
支

援
の
た
め
の
Ｐ
Ｌ
Ｍ
ソ
フ
ト
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｒ
＆
Ｄ
＆
Ｅ
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組

み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
だ
。

当
社
が
提
供
す
る
Ｐ
Ｌ
Ｍ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
Ｒ
＆

Ｄ
＆
Ｅ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援

す
る
た
め
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

設
計
・
開
発
を
支
援
す
る
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
と
い
っ

た
「
Ｃ
Ａ
ｘ
」
分
野
。
当
社
の

長
年
の
主
力
製
品
で
あ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
の
優
良
企
業
と
さ
れ
た

会
社
が
消
え
て
い
く
理
由
を
探

る
と
、
経
済
環
境
の
大
き
な
変

化
や
法
規
制
な
ど
外
的
要
因
が

約
二
割
、
残
り
の
八
割
は
企
業

戦
略
の
失
敗
、
あ
る
い
は
環
境

変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制

作
り
の
失
敗
が
占
め
て
い
る
と

さ
れ
る
。

特
に
企
業
戦
略
の
失
敗
で
は
、

商
品
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
、

あ
る
い
は
技
術
開
発
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
間
違
い
と
い
っ
た
稚
拙

な
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
開
発
）
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

Ｐ
Ｌ
Ｍ
に
関
連
す
る
要
因
が
大

き
い
と
い
え
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、
Ｐ
Ｌ
Ｍ
に
取
り
組
ん
だ
と

き
の
組
織
作
り
や
人
材
育
成
に

問
題
が
あ
る
場
合
も
多
い
。

こ
う
し
た
事
実
を
俯
瞰
（
ふ

か
ん
）
す
る
と
、
企
業
価
値
を

継
続
的
に
高
め
て
い
く
た
め
の

価
値
の
創
造
、
価
値
の
獲
得
に

い
か
に
Ｐ
Ｌ
Ｍ
が
重
要
で
あ
る

か
が
分
か
る
。

日
本
の
製
造
業
に
目
を
転
じ

Ｒ
＆
Ｄ
＆「
Ｅ
」管
理
が
重
要

Ｑ
Ｃ
Ｄ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上

価
値
の
創
造
と
獲
得
を
主
眼
に

基調講演

ＰＬＭとは？

セッション2

セッション1

セッション3

PLMは、プロダクト・ライフサイクル・マネジメントの頭文字で「製品ライフサイクル管理」などと訳される。製品開

発の企画段階から設計、生産、さらには出荷後のユーザーサポートや廃棄まで、製品にかかわる全プロセスを、デジタル

情報を軸として統合管理、全体最適化を達成するためのソフトウエアやサービスを指す。

競争の激化で商品としての寿命が短命化する半面、市場のニーズが拡散しヒット商品が生まれにくい構図が続く。こう

した状況下では、「市場が求める製品を」「最適な時期に」「リーズナブルな価格で」提供できればメーカーは競争優位を

保持できる。従来なら勘やアナログ的な情報処理に頼っていたこの3点についての意思決定をデジタル情報で支援する

PLMソリューションを提供するベンダーも現れ、PLMは急速に進化している。市場環境に即応する経営戦略を実現する高

度なソリューションとして注目度が高く、導入企業も急ピッチで増加している。

製品の企画から廃棄まですべてのプロセスを最適化

日 経 産 業 新 聞 フ ォ ー ラ ム 2 0 0 8

資源高騰やグローバルな企業間競争の激化により、日本のものづくりは大きな変革を迫られている。
多様な市場ニーズを素早く製品・サービスなどの「プロダクツ」に反映し、タイムリーに市場に投入することが求められるなか、

製品の企画から設計、生産、販売、保守、廃棄に至る製品サイクル全体を効率的に管理する「ＰＬＭ（製品ライフサイクル管理）」が注目されている。
先ごろ開催された日経産業新聞フォーラム「知的設計現場の“可視化”を推進。現場力を高めるＰＬＭソリューション」（名古屋市東区、中電ホール）では、

ＰＬＭの可能性、導入に際しての留意点の指摘など、幅広い観点から興味深い講演が行われた。

も
う
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

製
品
設
計
情
報
を
生
産
プ
ロ
セ

ス
や
協
力
ベ
ン
ダ
ー
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
連
携
・
共
有
す
る
た

め
の
「
ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
」
分
野
。「
ｃ
」

は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味

し
、
設
計
・
開
発
、
生
産
の
現

場
、
協
力
企
業
と
の
間
で
情
報

共
有
を
ベ
ー
ス
に
効
率
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
製
品

群
だ
。
も
う
一
つ
が
「
Ｄ
Ｍ
」

（
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
）
分
野
で
、
生
産
・
流

通
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
場
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
群
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
製
品

群
は
、
製
品
開
発
の
現
場
と
生

産
現
場
を
情
報
管
理
と
い
う
視

点
で
一
体
化
す
る
の
が
大
き
な

特
徴
と
い
え
る
。

当
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は

「
創
発
型
の
知
識
創
造
」
に
注
力

し
て
お
り
、
価
値
の
創
造
、
価

値
の
獲
得
を
支
援
す
る
も
の
。

こ
う
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投

資
効
果
が
上
が
り
、
結
果
的
に

Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
向
上
、
さ
ら
に
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
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シ
ー
メ
ン
ス
Ｐ
Ｌ
Ｍ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
日
本
法
人

代
表
取
締
役
社
長

三
澤
一
文
氏

一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

延
岡
健
太
郎
氏

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
伴
い
、
世
界
中
で
企
業

間
の
協
業
が
拡
大
し
て
い
る
。

製
品
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も

加
速
し
て
い
る
。
日
本
企
業
で

は
、
製
品
開
発
機
能
の
東
ア
ジ

ア
地
域
へ
の
移
転
が
急
拡
大
し

て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し

て
は
、
市
場
・
顧
客
ニ
ー
ズ
へ

の
よ
り
的
確
な
対
応
や
生
産
拠

点
と
の
連
携
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
確

保
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を
後
押
し

す
る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
で
あ

り
、
世
界
規

模
で
設
計
デ

ー
タ
の
授
受

が
容
易
に
な

っ
た
こ
と

だ
。グ

ロ
ー
バ

ル
な
製
品
開

発
を
行
う
に

は
三
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が

あ
る
。
一
つ
は
設
計
の
主
要
部

分
で
あ
る
マ
ザ
ー
機
能
を
国
内

で
固
め
、
そ
の
一
方
で
海
外
連

携
や
現
地
化
す
べ
き
派
生
機
能

の
切
り
出
し
方
法
を
定
義
す
る

や
り
方
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

重
視
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
二
つ

目
は
最
高
の
人
材
を
グ
ロ
ー
バ

ル
規
模
で
最
適
調
達
し
、
適
材

適
所
の
グ
ロ
ー
バ
ル
設
計
分
業

体
制
を
構
築
・
実
践
す
る
方
法

で
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
重
視

型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。
三
つ
目
は

現
地
生
産
品
の
設
計
を
、
現
地

設
計
者
が
自
立
的
に
取
り
組
み
、

日
本
か
ら
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）

管
理
の
統
制
を
効
か
せ
る
仕
組

み
を
用
意
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
設
計
開
発
を

行
う
際
に
は
、
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
る
。
ま
ず
経
営
上
の
課

題
は
、
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
企
業

間
で
機
密
情
報
で
あ
る
設
計
デ

ー
タ
を
授
受
す
る
こ
と
に
よ
る

情
報
漏
洩
（
ろ
う
え
い
）
の
リ

ス
ク
、
デ
ー
タ
自
体
の
品
質
の

ば
ら
つ
き
や
不
明
確
な
責
任
範

囲
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
知
的
財

産
の
流
通
が
輸
出
規
制
に
触
れ

る
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。

一
方
、
設
計
現
場
に
お
け
る

日
常
業
務
上
の
課
題
と
し
て
は
、

デ
ー
タ
授
受
の
た
め
の
標
準
プ

ロ
セ
ス
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な

い
、
業
務
を
監
督
管
理
す
る
ル

ー
ル
や
仕
組
み
が
な
い
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
自
動
的
な
デ
ー

タ
交
換
の
シ
ス
テ
ム
が
未
整
備

と
い
っ
た
も
の
だ
。

で
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏

ま
え
つ
つ
、
Ｐ
Ｌ
Ｍ
を
ど
う
イ

メ
ー
ジ
し
て
仕
組
み
を
構
築
す

べ
き
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル

対
応
可
能
な
製
品
開
発
シ
ス
テ

ム
で
は
、
ま
ず
拠
点
ご
と
に
点

在
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
入
り

口
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
提
案
し
た
い
。
そ
の
際
に
、

デ
ー
タ
の
作
成
、
伝
達
、
協
業
、

組
み
立
て
、
管
理
と
い
う
五
つ

の
目
的
要
素
を
持
つ
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
。
こ
れ
は
設
計
・
開
発

か
ら
生
産
工
程
ま
で
を
き
ち
ん

と
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
当
社

の
製
品
開
発
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
も
あ
り
、
一
つ
の
デ

ー
タ
で
統
一
す
る
仕
組
み
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
異
な
っ
た
拠
点

の
異
な
っ
た
部
門
の
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
が
効
率
よ
く
業
務
を
遂

行
で
き
る
。

当
社
の
Ｐ
Ｌ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
一
つ
に
、
十
年
前
に
最

初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
リ
リ
ー
ス

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
お
よ
び
プ
ロ

セ
ス
管
理
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
「
ウ
ィ
ン
チ
ル
」
が
あ
る
。

製
品
デ
ー
タ
を
マ
ス
タ
ー
管
理

す
る
機
能
、
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
機
能

な
ど
を
備
え
、
企
業
間
で
デ
ー

タ
連
携
す
る
こ
と
で
製
品
開
発

プ
ロ
セ
ス
を
合
理
化
す
る
。

当
社
は
豊
富
な
経
験
を
基
に

し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
、
製

造
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
作
り

を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

デ
ー
タ
の
目
的
要
素
を
統
一

グ
ロ
ー
バ
ル
な
設
計
基
盤
構
築

Ｐ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
推
進
室
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

後
藤
智
氏

ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

ｘ
ｆ
ｙ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室
室
長

佐
藤
昌
宏
氏

現
場
力
高
め
付
加
価
値
創
造
を
図
る
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